
2024年 11月 1 日（金）於：法政大学 経済学部 

第 16 回学生研究報告大会プログラム 
 

【A：経済政策】 

 101 教室・3 時間目（13:40～15:20）  討論者：平井俊行先生 

1．中学生の運動部活動の地域移行に伴う経済格差の支援（杉本龍勇ゼミ） 

2．リスキリング施策と生産性の関係（奥山利幸ゼミ） 

3．スポーツくじ市場拡大によるスポーツ産業の活性化（杉本龍勇ゼミ） 

【B：文化・社会】 

102 教室・3時間目（13:40～15:20）  討論者：岡部雅史先生 

4．高齢ドライバーが免許返納を行いやすくするためには？ ：法政大学近隣県のケーススタディ（馬

場敏幸ゼミ） 

5．介護ロボット製造はどうしたら産業化できるか（後藤浩子ゼミ） 

6．コンテンツツーリズムの新手法「VTuber」は「アニメ」の事例に匹敵するか？ ～志摩スペイン村

と湯涌温泉の事例比較～（馬場敏幸ゼミ） 

【C：文化・社会、その他】 

103 教室・3時間目（13:40～15:20）  討論者：萬代悠先生 

7．女性ハイキャリアにおける運動の有用性（杉本龍勇ゼミ） 

8．ホームレス数減少に有効な支援について－路上生活から抜け出せない人々と隠れたホームレス－

（馬場敏幸ゼミ） 

9．国立大学職員と私立大学職員に求められる能力の違い（中谷安男ゼミ） 

【D：SAセッション】 

103 教室・4時間目（15:30～17:10）  討論者：SA 委員会の先生方 

10．“The difference of mindset between American and Japanese”（Yusei Okumura, UC Davis） 

11．“Can Freeways Help California's Financial Woes?”（Rei Toriumi, UC Davis） 

12．“Tipping, Part-time and Cultural difference”（Hayato Yuda, Brock University） 

13．“The reason why students are studying in Canada”（Junnosuke Kamimoto, Brock University） 

 

 
報告論文と要旨については Hoppii の特設ページ「2023 年度経済学部 学生研究報告大会

（AA0431)」の「教材」にて閲覧可能です。仮登録して閲覧してください。 


